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人 口 調 べ
( 昭和51年5 月1 日現在)

世 帯　200, 927
男　312, 035

女　303, 884
計　615, 919

( 前月より1, 670人増)

き
れ
い
な
空
気
ゆ
た
か
な
緑

み
ん
な
で
自
然
を
考
え
よ
う

六
月
五
日
か
ら
環
境
週
間

急
速
な
都
市
化
に
よ
っ
て
、
わ
た
し
た
ち
に
憩
い
と
や
す
ら
き
を
与
え
て
く

れ
る
緑
を
は
じ
め
、
き
れ
い
な
空
気
や
水
が
失
な
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
六
月
五

日
か
ら
[
環
境
週
間

'
一
が
始
t
り
ま
す
ご
・
れ
を
契
機
に
、
み
ん
な
で
も
う
一

度
、
自
然
の
あ
り
万
や一
考
え
て
み
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

一
九
七
二
年
六
月
、
ス
ト
'
ク
ホ
ル

ム
で
開
か
れ
た
函

遡
人
間
環
境
会
議
」

で
は
、
地
球
的
規
模
で
拡
が
っ
て
い
る

水
、
大
気
、
土
壌
の
汚
染
が
、
賢
源
や

生
物
は
じ
め
人
間
の
健
康
に
も
悪
影
響

を
与
え
て
い
る
事
実
を
み
と
め
、
「
か

け
が
え
の
な
い
地
球
」
を
守
る
こ
と
こ

そ
人
類
共
通
の
責
任
で
あ
る
こ
と
を
、

は
っ
き
り
と
宣
膤
し
ま
し
た
。

交
通
戦
争
と
排
気
ガ
ス
、
騒
片
や
悪

臭
、光
化
学
ス
モ
・
グ
、洗
剤
や
プ
ラ
ス

チ
y

ク
廃
棄
物
に
よ
る
汚
染
、
そ
し
て

失
な
わ
れ
る
緑
な
ど
大
都
市
東
京
は
多

く
の
環
境
問
閣
を
か
か
え
て
ぃ
ま
す
。

公
害
の
な
い
緑
と
や
す
ら
き
の
あ
る

環
境
こ
そ
、
私
た
ち
が
健
康
で
文
化
的

な
生
活
を
お
く
る
た
め
の
基
盤
と
な
る

も
の
で
す
。

国
や
自
冶
体
、
企
業
が
一
層
の
努
力

や
は
ら
う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

わ
た
し
た
ち
も
で
ら
し
匕
い
環
境
」
　

一
。
ほ
ん
と
ぅ
の
ゆ
た
か
さ
」
に
つ
い
て

考
え
行
動
し
て
ぃ
き
ま
し
I
つ
。

こ
の
環
境
週
間
に
ち
な
ん
ぺ

区
で

は
苗
木
の
即
売
会
、
公
害
街
頭
相
談
を

催
し
ま
气

皆
さ
ん
お
さ
そ
い
‘‥
せ
内

う
え
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

苗
木
の
即
売
会

樹
木
の
緑
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
憩

い
と
や
す
ら
き
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

区
で
は
、
こ
れ
ら
緑
の
保
護
と
回
復

を
め
ざ
し
て
、
積
極
的
に
緑
化
対
策
を

す
す
め
て
い
ま
す
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
苗

木
の
即
売
会
を
実
晧
し
ま
す
。
苗
木
は

産
地
直
送
に
よ
り
市
価
の
二
、
三
割
引

き
で
す
の
ミ

ご
希
望
の
方
は
こ
の
機

会
に
お
求
め
く
だ
さ
い
。
な
お
、
会
場

で
は
、
緑
に
関
す
る
相
談
に
も
応
じ
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
お
さ
そ
い
合
わ

せ
の
う
え
お
い
で
く
だ
さ
い
。

□
植
木
・
苗
木
の
種
類
五
葉
松
、
も

み
じ
各
種
、
貝
塚
伊
吹
、
H
光
ひ
ば
、

つ
つ
じ
、
さ
ざ
ん
か
、
つ
卩
な
ど

□
鉢
物
類
さ
つ
き
、
鉋
松
、
姻
柏
な

ど

ま
た
、
会
場
で
は
園
芸
用
土
、
肥

料
の
即
売
も
行
な
い
ま
す

□
日
時
・
場
所
六
月
九
日
(
水
)
・
=

興
野
公
園
(
興
野
一
-
匸
ニ
ー
一
九
)

六
月
十
日
(
木
)
・
:
千
住
公
園
(
千

住
大
川
町
三
五
―
一
)
六
月
十
一

日
(
金
)
・
=
東
綾
瀬
公
園
(
東
綾
瀬

三
!
四
に
時
間
は
、
‘
い
ず
れ

も
午
前
十
時
～
午
後
四
時

□
問
い
合
わ
せ
先
区
役
所
緑
化
係

公
害
街
頭
相
談

□
日
時
・
場
所
六
月
七
日
(
月
)
…

関
原
通
り
(
第
七
出
張
所
)

六
月
(

日
(
火
)
=・竹
の
塚
駅
西
口
前

六

月
九
日
(
水
)
…
南
宮
城
公
園
(
第
十

二
出
張
所
隣
)

時
間
は
、
い
ず
れ

も
午
前
十
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
で

す
。
(
た
だ
し
、
雨
天
中
止
)

□
相
談
内
容
○
公
客
で
困
っ
て
い
る

方
の
相
談

○
公
害
防
止
の
技
術
相

談

○
公
害
問
題
の
パ
ネ
ル
展
示
や

賢
料
配
布
(
中
学
生
の
皆
さ
ん
の
作

品
に
よ
る
公
害
防
t
P
R

マ
ッ
チ
を

お
配
り
し
ま
す
)

□
問
い
合
わ
せ
先
区
役
所
公
害
課

苗 木 の 即 売 会

補正予算 きま る

一般会計519億円に
道路整備・教育施設建設など

去
る
五
月
二
十
盲
に
開
か
れ
た
第

二
回
足
立
区
議
会
臨
時
会
で
、
昭
和
五

十
一
年
度
足
芯
区
一
般
会
計
力
裲
卍
予

算
(
第
可
)
が
讚
泌
さ
れ
ま
し
た
。

'
補
正
額
は
二
十
二
億
-
-
千
亶
(
十

(
万
三
千
円
で
、
補
正
前
の
額
と
合
わ

せ
る
と
五
百
十
九
億
六
千
ヒ
百
十
七
万

(
千
円
と
な
り
ま
す
。

六
弓
の
定
例
会
を
待
た
ず
、
今
回
臨

時
ほ
議
会
で
補
卍
し
た
理
由
は
、
当
初

予
算
編
成
時
に
は
、
財
源
と
し
て
不
確

定
な
要
素
が
多
く
、
経
済
の
先
行
き
も

見
通
し
に
く
い
状
況
下
に
あ
り
、
扶
助

費
等
の
義
務
的
経
費
を
優
先
的
に
予
算

化
し
た
こ
と
に
よ
り
、
土
木
費
等
の
投

賢
的
経
費
が
前
年
度
よ
り
大
幅
に
落
ち

込
み
ま
し
た
。

し
か
し
、
政
府
の
最
気
浮
揚
策
も
あ

り
、
経
済
好
転
の
き
ざ
し
も
少
し
は
あ

り
ま
す
が
、
中
小
企
業
を
め
ぐ
る
経
済

情
勢
は
、
い
ぜ
ん
と
し
て
厳
し
い
も
の

が
あ
り
、
当
区
内
に
お
い
て
も
例
外
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
見
込
み
得
る
財
源

に
よ

り
、
土
木
建
築
関
係
の
投
賢
的
経
賓
を

補
正
計
上
し
、
工
事
量
の
増
大
と
工
事

の
早
期
発
注
を
は
か
り
、
区
内
の
景
気

回
復
の
一
助
に
し
た
い
と
考
え
た
か
ら

で
す
。

補
正
さ
れ
た
予
算
力
主
な
も
屶
は
次

の
と
お
り
で
す
。

投
資
的
経
費
を
重
点
に

風
疹
対
策
も

今
回
補
止
さ
れ
た
予
算
の
大
部
分
に

当
る
二
十
二
億
九
百
八
万
三
千
円
か
投

賢
的
経
費
で
、
そ
の
内

訳
は
道
路

拡

帽
、
側
溝
補
修
や
溝
渠
の
改
良
な
ど
の

土
木
疱
'
業
に
七
億
二
千
二
百
九
十
万
七

千
円
、
小
巾
学
校
校
舎
、
プ
ー
ル
、屋

内
体
育
館
等
力
義
務
教
育
施
般
建
設
に

十
四
億
(
千
六
一
口
十
七
万
六
千
円
計
上

さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
十
年
ぶ
り
に
大
流
行
し
て
い

る
風
疹
対
策
と
し
て
二
戸
(

十
万
円
計

上
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
風
疹・
に

よ
る
障
害
児
を
少
し
で
も
な
く
そ
う
と

い
う
配
慮
に
よ
る
も
の
で

、
二
十
三
区

で
は
じ
め
て
風
疹
免
疫
血
清
抗
体
検
査

の
た
め
の
設
備
助
成
を
足
立
区
医
師
会

に
す
る
も
の
で
す
。

以
上
の
支
出
の
財
源
と
し
て
は

、
主

と
し
て
、
公
共
施
設
建
設
資
金
嘖
立
金

か
ら
の
繰
入
金
、
国
か
ら
の
支
出
金
お

よ
び
特
別
区
債
等
を
あ
て
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

昭
和
五
十
二
年
四
月
以
降
採
用
の

特
別
区
職
員
を
募
集

昭
和
八
十
二
甲
円
月
以
降
採
用
の

、

江
戸
川
区
そ
除
く
特
別
χ

職
貝
(
大
学

卒
程
度
)
を
次
の
と
お
り
募
染

し

ま

す
。

口
職
種
・
採
用
予
定
人
員

嘔
務
・
み

五
十
名

土
木
、
建
築
、
化
学

、
造

園
、
食
品
衛
生
監
視
、
環
境
衛
生
監

視
、
衛
乍
険
蠢
=・
若
干
名

福
祉
指

導
・
=二
十
名

保
健
り
:
二
十
万
名

□
受
験
資
格
m
事
務
、土
木
、建
築

・
=
学
歴
を
問
わ
ず
、昭
和
二
十
四
年

四
月
二
日
?
昭
和
三
十
年
四
月
一
日

ま
で
に
生
支
れ
た
方
叨
化
学
、造

園
四
祐
祉
指
導
叫
食
品
衛
生
監

視
四
環
境
衛
生
監
硯
咽
衛
生
検

査
…
以
れ
の
・
叨
か
ら
一
一
一
ま
で
の
受
験

資
格
は
、
圃
学
歴
を
閥
わ
ず
、
昭
和

二
十
二
年
四
月
二
日
～
昭
和
气
十
年

四
月
冐
ま
で
に
生
ま
れ
た
程
圄

昭
和
四
十
九
枷
一
百
以
降
大
学
を
卒

業
し
た
方
ま
た
は
昭
和
五
十
二
年
三

月
末
日
ま
で
に
大
学
卒
業
見
込
み
の

方
m
保
健
婦
…
学
歴
を
問
わ
ず
、

昭
和
七
年
四
月
二
日
?
昭
和
三
十
年

四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

※
た
だ
し
、ぼ
l
m
は
次
の
資
格
が
必

要
で
す
畄
は
児
童
指
4
員
の
資
格
、

泪
は
食
品
衛
生
監
視
員
の
資
格
、
朗

は
環
境
衛
生
監
視
員
の
資
格
、
咄
は

衛
生
検
査
技
師
免
許
ま
た
は
臨
床
検

査
技
師
免
許
、m
は
保
健
婦
の
免
許

を
有
す
る
方

。
こ
れ
ら
の
賢
格
は
、

昭
和
五
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

に
資
格
免
許
取
得
見
込
み
の
方
も
含

み
ま
す
。

□
申
込
受
付
期
間
郵
送
の
場
合
・
・
函

和
五
十
一
年
べ
月
一
日
(
火
)
～
六

月
セ
五
目
(
火
)
ま
で
(
消

印
有

効
)

侍
菘
う
場
合
…
昭
和
凡
十
一

年
六
月
ヤ

。い
囗
(
水
)
?
(

月
十
九

囗
(
占

□
試
験
日
(
第
一
次
)
昭
和
五
十
一

年
七
月
二
十
五
日
(
日
)

□
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
特
別
区
人

事
・
厚
生
組
合
人
箏
皀
画
部
企
画
擽

(
〒
1
2
0
F
代
用
区
九
段
北
一
!
一

―
‘
四
)
兮
こ
(
瓦
I
O
六
じ

内
線
二
入
へ
～
九
二
七
八
?
九

施設見学会へ
あなたもご参加を

区
内
の
施
政
見
学
を
と
お
し
て
、

区
政
へ
の
ご
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
く
た
め
、
区
で

は
施
設
見
学
会
(
写
真
)

ふ・
実
施
し
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
お
申
込

み
く
だ
さ
い

。

■

参

加

資

格
　

ぼ

内

匚

お

住

ま
い

の

満

二

十

歳

以

上

の

方

■
日
時
　
六
月
二
十
二
日

(
火

ご
I

箏

一
百
(

水
)

の

こ

川

間
(

各

日

と

も

、
午

前

九

時

二

十

分

ま
で
に
区
役
所
前
集
合
。
乍
後
四

時
十
分
頃
解
敵
予
定
)

■

見
学

施

設
　

東

部

区

民

福

祉

セ

ン
タ

ー

、
し

ょ

う

ぷ
沼

公

園

、
花

畑

区

民

セ

ン

タ
ー

、
西

伊

興

児

童
館

、
教

育

セ

ン
タ

ー
(

東

武

線

竹
刀

塚

駅

前

解

散
)

■

定

員
　

盲

二

十

名
計

四

十

名
(

た

だ

し

、
応

募

者

が

多
数

の

場
合

は

抽

選

に

し

ま

す
)

■

申

込

期

間
　

六

月

瓦

囗
(

土
)

か

ら

十

日
(
木
)

ま
で

■
参
加
費
　
無
料
(
昼
食
は
、こ
ち

ら
で
用
意
し
ま
す
)

■
申
込
方
法
・
申
込
先
　
電
話
で
、

区
役
所
広
報
課
へ

～婦人の方へ～

風疹 の抗 体検 査を
風
疹
が
十
年
ぶ
り

に
大
流
行
し
て
い
ま

す
。
子
供
に
多
い
同

気
で

、
大
人
の
八
制

位
は
免
疫
を
持
っ
て

い
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
免
疫
の
な

い
妊
娠
初
期
の
方
が

風
疹
に
か
か
る
と
先

天
性
異
常
児
出
産
の

危
険
か
あ
り
ま
す

。

ぼ
で
は
、
区
内
か

ら
こ
の
よ
う
な
不
幸

な
風
疹
障
害
児
卆
‘な

く
す
施
策
と
し
て

、

緊
急
に
臨
時
区
議
会

に
は
か
り
、
足
立
区
医
師
会
に
検
査
設

備
整
備
の
助
成
を
行
な
い
、
区
民
の
要

望
に
答
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

妊
娠
初
期
の
方

、
妊
娠
の
き
ざ
し
の

あ
る
女
性
は
あ
ら
か
じ
め
抗
体
検
査
を

受
け
て
、
風
疹
に
対
し
て
の
免
疫
の
有

無
を
硫
か
め
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

検
査
を
希
望
す
る
方
は
、
区
内
の
医

療

機

関

に

ご
相

談

く

だ

さ

い

。料

金

は

、

こ
し
五
百

円

位

葯

診

料

卆
‘・
含

む
)
で

す

。

問

い

合

わ

せ

は

、区

役
所

予

防

係

へ

。

日
本
脳
炎
の

予
防
接
種

中
学
生
以
下
の
児
童
、
幼
児
を
対
象

に
日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
を
実
施
し
ま

す
の
で
、
ご
希
g
の
方
は
お
受
け
く
だ

さ
い

。

な
お
、
成
人
で
、
特
に
接
種
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
一
般
医
療
機
関
で
お
受

け
く
だ
さ
い
、

□
実
施
対
象
者
・
時
期
・
会
場
　
0
三

歳
以
上
の
保
町
園
児
・
幼
稚
園
児
…

六
月
巾
に
そ
れ
ぞ
れ
の
園
で
実
施

し
保
育
園
、
幼
稚
園
に
過
園
し
て
い

な
い
幼
児
・・・
七
月
中
に
区
内
の
学
校

等
々
会
場
に
し
て
実
施
。
く
わ
し
く

は

、
匕
月
五
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま

す

・‥示

学
校
四
年
生
お
よ
び
中
学

校
二
年
生
二
(
月
中
に
そ
れ
ぞ
れ
通

学
し
て
い
る
学
校
で
実
施

□
問
い
合
わ
せ
先
　
区
役
所
予
防
係

6 月 のセンター・児童館・老人館 だより

□
東
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
六
〇
五
-
七
一
〇
一

■
絵
画
教
室
一
五
日
(
土
)
午
後
一
時

■
浪
曲
大
会
-
十
一
将
(

日
)

午
後
O
時
三
十
分

■
ペ
ー
パ
ー
・
ク
ラ
フ
ト
ー
十
八
日
(
金
)
午

前
九
時
三
十
分
…
教
材
費
千
円

■
つ
ま
み
篷
教
室
-
十
(
日
(
金
)

午
後
一
時
・・・
教
材
費
千
五
百
円

■
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
黐
輩
命
!
二

十
三
日
(
水
)
午
後
六
時
…
会
費
三
千
円
、
内
容
は
洋
食
の
マ
ナ
ー

□
中
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
(
(
九
-
四
六
六
一

回
老
人
映
画
会
一
十
日
(
木
)
午
後
一
時
三
十
分
　
■
老
人
無
料
健

康
相
談
-
十
五
日
(
火
)
午
後
一
時
三
十
分

■
老
人
の
ど
自
慢
・

演
芸
会
-

二
十
七
日
(
日
)
午
後
一
時
・
=申
込
み
は
十
日
(
木
)
か
ら

□
西
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
(
九
七
一
五
〇
一
六

■
ス
ラ
イ
ド
と
お
話
-
五
日
(
土
)
午
後
二
時

■
老
人
無
料
指
圧

マ
ッ
サ
ー
ジ
ー
十
一
日
(
金
)
午
後
九
時
三
十
分
・・・
定
員
七
十
名

■
父
と
子
の
車
球
大
会
丿
十
三
日
(
日
)
午
前
十
時
…
先
着
二
十
紬

■
児
X
映
画
会
-
十
三
日
(
日
)
午
後
二
時

■
老
人
健
康
相
談
-

十
五
日
(
火
)
午
後
一
時
三
十
分

□
千
住
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
(
(
一
〒
二
七
六
五

■
お
年
寄
と
職
員
の
懇
談
会
一
(

日
(
火
)
午
後
一
時
三
十
分

■

老
人
踊
り
教
室
!
九
日
(
火
)
午
前
十
時
三
十
分

■
老
人
映
画
会
-

十
日
(
木
)
午
前
十
時
三
十
分

■
卓
球
指
導
―
十
九
日
(
土
)

午
後
二
時

□
西
伊
興
児
童
館
　
八
九
七
上
(
九
四
八

■
紙
芝
居
-

九
日
・
十
六
日
(
水
)
午
後
三
時

■
卓
球
教
室
一
十

三
日
(
日
)
午
後
三
時

■
映
画
会
―
十
九
日
(
土
)
午
後
三
時

□
新
田
児
童
館
・
老
人
館
　
九
二
〒
三
四
こ

■
親
子
晩
書
会
士
(
囗
(
日
)
午
後
二
時

一

老
人
カ
ル
タ
会
-
六

日
(
日
)
午
前
十
時

■
老
人
盆
栽
ク
ラ
プ
ー
ハ
日
(

火
)
午
前
十

時

圃
老
人
囲
蕃
大
会
-
二
十
七
日
(
日
)
午
前
十
時
・
い・
定
員
二
十

二
名
、
申
込
み
は
五
日
(
土
)
か
ら

□
千
住
あ
ず
ま
児
童
館
・
老
人
館
　
(
(
二
上
二
天

圃
老
人
民
舞
教
室
-
(

日
(
火
)
午
後
一
時

■
老
人
将
棋
大
会
-

十
二
目
(
土
)
午
前
十
一
時
…
定
員
三
十
二
名
、
申
込
み

は
(

日

(
火
)
か
ら

■
老
人
民
謡
教
室
―
十
七
日
(

木
)
午
後
一
時

□
本
木
東
児
童
館
　
(
四
九
上
二
〇
〇
五

髑
卓
球
教
室
↓
五
日
(
土
)
午
後
二
時

■
体
操
ゲ
ー
ム
ー
九
日
(
水
)

午
後
三
時
二
十
分
・
=定
員
二
十
名

」
紙
工
作
一
十
二
日
(
土
)
午

後
二
時
=
・
定
員
二
十
名

■
子
ど
も
映
画
会
一

十
三
日
(
日
)
午
後

一
時
三
十
分

■
紙
芝
居
i
毎
週
火
曜
日
午
後
三
時
三
十
分

□
教
育
セ
ン
タ
ー
　
八
五
〇
-
八
(
〇
一

■
区
民
講
座
上
(
月
十
九
目
″
、七
月
十
七
日
の
毎
週
土
曜
日
午
後
二

時
三
十
分
…
テ
ー

マ
「
社
会
生
活
に
役
立
つ
話
し
方
」

対
象
-
一

般
区
民

定
員
1
先
着
五
十
名

□
花
畑
区
民
セ
ン
タ
ー
　
(
五
〇
上
一
六
一
七

■
子
ど
も
卓
球
大
会
丿
十
三
日
(
日
)
午
前
十
時
=・
申
込
受
付
中

■
消
費
者
講
些
丿
十
五
日
(
火
)
午
前
十
時
・・・
プ
ラ
ス
チ

ぶ

製
品

の
安
全
性

十
(
日
(
金
)
午
前
十
時
・・・
楽
し
い
リ
フ
ォ
ー

ム

■

老
人
無
料
マ

。
サ
ー
ジ
ー
十
九
日
(
土
)
午
前
九
時
・・・
先
着
五
十
名

■
子
と
も
映
画
会
一
十
九
日
(
土
)
午
後
二
時
三
十
分

<
申
込
み
と
く
わ
し
い
こ
と
は
、直
接
各
施
般
の
事
務
室
へ
>

■ 区役所( 教育 委員 会を含 む) 882 ―1111　第二庁舎889- 6161　 足立福祉事務所888- 3141　 中部福祉事務所889- 1481　 東部福 祉事務所605- 7105　 西部福祉事務所897- 5011



昭 和51 年6 月5 日 区 の お 知 ら せ 第388 号 ( 2)

個人住民税が
改正されました
―特別区民税・都民税―

五
十
一
年
度
の
佃
人
住
民
税
(
特
別

区
民

税
・
都

民
税
)
に
つ
い
て
、
今

回
、
次
の
よ
う
な
改
正
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。

○
均
等
割
の
税
率
の
引
上
げ

○
前
年
中
に
所
得
が
あ
り
均
等
割
だ
け

が
課
税
さ
れ
る
べ
き
方
の
う
ち
、
前
年

中
の
所
得
の
金
額
が
、
十
五
万
円
に
そ

の
方
の
控
除
対
象
配
偶
者
、
お
よ
ひ
扶

養
親
族
の
数
に
一
を
加
え
た
数
や
I乗
じ

て
得
た
金
額
以
下
で
あ
る
方
は
、
均
等

割
が
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

(
例
)
前
年
中
の
所
待
・
:五
十
万
円

控
除
対
象
配
偶
者
・・・
あ
り

扶
養
親
族

・・・
二
人
の
場
合

十
五
万
円
×
(
一
十
二
十
一
)
一
六
十

万
円
`

こ
の
場
合
は
、
乗
じ
て
得
た
額
が
六

十
万
円
な
の
で
、
所
得
が
五
十
万
円
で

は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

○
均
等
剖
の
軽
減
順
の
引
上
け

○
障
害
者
、
未
成
年
者
、
老
年
者
、
寡

婦
の
非
課
税
限
度
額
を
七
十
万
円
(
改

正
前
六
十
万
円
)
に
引
上
げ

○
白
色
事
業
専
従
者
控
除
の
控
除
限
度

額
を
四
十
万
円
(
改
正
前
三
十
万
円
)

に
引
上
げ

○
老
年
者
の
要
件
で
あ
る
所
得
限
度
額

を
一
千
万
円
(

改
正
前
五
百
万
円
)

に

引
上
げ

○
医
療
費
控
除
の
控
除
限
度
額
を
二
百

万
円
(
改
正
前
百
万
円
)

に
引
上
げ
る

と
と
も
に
、
い
わ
ゆ
る
足
切
限
度
の
う

ち
の
定
額
基
準
を
五
万
円
(
改
正
前
十

万
円
)
に
引
下
げ

○
勤
労
学
生
の
要
件
で
あ
る
所
得
限
度

額
を
四
十
六
万
円
(
改
正
前
四
十
万
円
)

に
引
上
げ

○
賚
産
所
得
に
つ
い
て
、
合
算
課
税
を

行
な
う
場
合
の
最
低
所
得
限
度
額
を
一

千
万
円
(
改
正
前
五
百
万
円
)
に
引
上
げ
C

老
年
者
が
受
け
る
公
的
年
金
に
つ
い

て
の
老
年
者
年
金
特
別
控
除
額
を
七
十

八
万
円
(
改
正
前
六
十
万
円
)
に
引
上
ぱ

そ
の
他
、
く
わ
し
く
は
、
区
役
所
課

税
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
住
民
税
普
通
徴
収
分
の
納
税

通
知
一

は
、
六
月
十
日
に
発
送
の
予
定

で

す

。納
税
通
知
書
の

様
式
が
変
わ
り
ま
す

区
民
の
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い

た
住
民
税
は
、
区
役
所
で
徴
収
台
帳
を

作
り
納
付
状
況
を
記
録
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
こ
の
記
録
は
手
作
業
で

処
理
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
度
か

ら
機
械
化
し
、
事
務
の
省
力
化
、
処
理

の
迅
速
・
正
確
化
に
よ
る
区
民
サ
ー

ビ

ス
の
向
上
を
図
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
五
十
一
年
度
の
課
税
分

か
ら
納
税
通
知
書
兼
納
付
一
の
様
式
を

変
え
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
皆
さ
ん
が
金
融
機
関
な
ど

の
窓
口
で
納
付
さ
れ
ま
す
と
、
納
付
済

通
知
書
が
区
役
所
に
送
ら
れ
て

き
ま

す
。
こ
の
納
付
済
通
知
一

を
直
接
機
械

(光
学
文
字
読
取
装
置
)

に
読
ま
せ
、

納
付
状
況
を
記
録
す
る
よ
う
に
し
た
も

の
で
す
。

し
か
し
、
用
紙
を
汚
し
た
り
、
折
っ

た
り
、
ピ
ン
で
止
め
た
り
し
ま
す
と
機

械
は
読
み
取
れ
ま
せ
ん
の
で
、
お
手
数

で
も
取
扱
い
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

み
んな
の

豆
知識

家
内
労
働
法
に

つ
い
て

(
間
)
最
近
、
家
内
労
働
法
と
い
う

言
葉
を
耳
に
し
ま
す
が
ど
う
い
う
も

の
で
す
か
。

(
答
)
i

丙
労
働
法
し
一
は
、
家

内
労
働
者
の
労
働
条
件
の
向
上
を
図

り
、
家
内
労
働
者
の
生
活
の
安
定
に

役
立
た
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

昭
和
四
十
五
年
十
月
か
ら
施
行
さ
れ

て
い
る
も
の
で
す
。

そ
の
内
容
は
、
「
家
内
労
働
手
帳

制
度
'一

玉

賃
の
支
払
い
の
確
保
」

「
最
低
工
賃
制
度
」
一
安
全
衛
生
に

つ
い
て
の
規
定
」
な
ど
に
な
っ
て
い

ま
す
。

こ
の
法
律
で
定
め
て
あ
る
労
働
条

件
の
基
準
は
、
最
低
の
こ
と
が
決
め

ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
仕
事
を
委
託

す
る
委
託
者
も
、
家
内
労
働
者
も
こ

の
幕
串
よ
り
労
働
条
件
か
・
低
下
さ
せ

て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

こ
れ
よ
り
も
さ
ら
に
向
上
さ
せ
ろ
こ

と
に
努
め
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
目
的
と
内
容
を
も
っ

た
一
家
内
労
働
法
こ
は
、
い
わ
ば
労

働
基
準
法
に
準
じ
た
性
格
そ
持
っ
て

い
ま
す
。

(
問
)
そ
れ
て
は
家
内
労
働
'

と
は
と
う
い
う
も
り
や
さ
し
て
い
る

の
で
す
か
。

(
答
)
一
般
的
に
い
え
ば
次
の
よ
う

な
特
色
を
備
え
た
も
の
で
す
。
①
作

業
所
が
原
則
と
し
て
、
自
宅
ま
た
は

知
べ
の
家
な
ど
自
分
が
任
意
に
週
ん

だ
場
所
で
あ
る
こ
と

②
自
分
ひ
と

り
で
、
あ
ろ
い
は
同
居
の
家
族
と
と

も
に
作
莱
に
従
事
し
て
お
り
、
常
態

と
し
て
他
人
参
。雇
う
こ
と
か
な
い
こ

と

⑤
鬨
屋
、
製
造
業
者
か
ら
、
物

品
の
製
造
、加
1
:な
ど
か
委
託
さ
れ
、

通
常
原
材
料
の
支
給
兮
つ
け
て
、
そ

の
下
請
と
し
て
作
業
を
行
な
っ
て
い

る
こ
と
、
作
業
は
通
常
簡
易
な
手
作

業
で
、
磅
械
設
備
卆
用
い
ろ
場
合
も

き
わ
め
て
簡
叭
な
も
の
で
あ
る
こ
と

を
さ
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
特
色
か
ら
内
職
と
家

内
労
働
は
多
少
意
味
が
違
い
ま
す
。

こ
の
家
内
労
働
に
は
次
の
三
つ
の

種
類
が
あ
り
ま
す
。
口
専
従
的
家
内

労
働
'
‥

②
内
職
的
家
内
労
働
費

⑧
剛
業
的
家
内
労
働
者
で
す
。

(間
)

「
家
内
労
働
手
帳
制
度
」
と

は
ど
う
い
う
も
の
で
す
か
。

(
答
)
こ
れ
は
、
「
家
内
労
働
法
」

の
中
で
重
要
な
項
目
で
す
。
「
家
内

労
働
手
帳
」
は
、
家
内
労
働
者
の
権

利
を
保
護
し
、
委
託
者
と
家
内
労
働

者
の
無
用
な
紛
争
を
防
止
す
る
た
め

の
も
の
で
す
。

こ
の
た
め
、
こ
の
手
帳
に
は
、
委

託
条
件
、
納
入
さ
l

螽

盜
一
の

数

量
r
工
賃
の
単
価
、
受
領
し
た
物
品

の
数
量
、
支
払
工
賃
の
総
額
な
ど
の

定
め
ら
れ
た
事
項
を
記
入
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
、
家
内
労
働
手
帳

は
、
委
託
条
件
の
明
確
化
を
目
的
と

す
る
も
の
で
、
委
託
者
は
責
任
を
も

っ
て
必
ず
家
内
労
働
者
に
交
付
し
、

そ
の
つ
ど
記
入
し
な
け
わ
ぱ
な
り
ま

せ
ん
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
区
役
所
経
済

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

たばこは区内で買いましょう

昨年度はn
億9 千万円
たばこ硝費挺
が区にはいり
ました

本年度は1本に付84銭が区にはいります

胃の検査を
受けましょう

ガ
ン
に
は
早
期

発
見
、
早
期
治
療

が
大
切
で
す
。
毎

年
一
回
は
検
診
を

受
け
る
よ
う
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

日

程

・
場

所

<
足
立
保
健
所
管

内
の
方
>
　
六

月

二

十

一

日
(

月
)

・
・・
足

立

保

健

所

六

月

二

十

九

日
(
火
)

・
三
十
日
(
水
)
・・・
ガ
ン
検
診
セ
ン

タ
ー

♀
住
保
健
所
管
内
の
万
>
七
月
五

日
(
月
)
・・
東

和
保
健
相
談
所

七

月
十
二
日
(
月
)
・・・
江
北
保
健
相
談

所

七
月
二
十
日
(
火
)
・
:千
住
保

健
所

七
月
二
十
六
日
(
月
)
・
二
十

七
日
(
火
)
・・・
ガ
ン
検
診
セ
ン
タ
ー

対
象
　
区
内
在
住
の
満
三
十
五
歳
以
上

の
男
女
(

無
料
)

申
込
方
法
　
往
復
(
ガ
キ
に
冐
の
検
診

希
望
・
希
望
月
日
を
記
入
し
、
住
所

地
を
管
轄
す
る
次
の
各
保
健
所
へ

申
込
期
限
　
足
立
保
健
所
管
内
の
方
は

六
月
十
日
(
木
)
ま
で
、
千
住
保
健

所
管
内
の
方
は
六
月
二
十
日
(
日
)

ま
で

募
集
人
数
　
足
立
保
健
所
l
″‥屁
にヤ
名

千
住
保
健
所
一
二
百
名

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
・
=

▽
足
立
保
健
所
{
〒

二
石

中
央
本

町
}
-

五
-
一
二

彎
(
四
〇
I
五
一

四
一
)

▽
千
住
保
健
所
(
〒

匸
一
〇

千
住
仲

町
七
五

営
(
(
(

一
四
二
七
七
)

図
書
室
の

ご
利
用
を

四
月
に
増
築
が
完
成
し
ま
し
た
西
新

井
の
青
年
館
で
は
、
青
少
年
グ
ル
ー
プ

は
も
と
よ
り
、
個
人
で
も
お
お
い
に
ご

利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、
学
習
室
兼
図

香
室
や
ロ
ビ
ー
に
、
青
少
年
向
け
の
図

書
を
そ
な
え
自
由
に
開

放
し
て

い
ま

す
。
ま
た
、
貸
出
し
も
し
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
青
年
館
の
図
S

少
年
少
女
向
け
・・・
マ
ン
ガ
・
絵
本
・

よ
み
も
の
・
学
習
図
番
・
百
科
事
典

な
ど

青
年
向
け
・・・趣
味
・
娯
楽
・
ス
ポ
ー

ツ
・
文
芸
・
教
養
・
各
種
事
典
な
ど

▽
青
年
館
の
所
在
地
(
交
通
)

西
新
井
一
丁
目
四
―
一
七
(
東
武
大

師
線
大
師
前
駅
下
車
)

▽
月
昭
日
と
第
三
日
曜
日
は
休
館
、
た

だ
し
第
三
日
曜
日
の
翌
日
の
月
曜
日
は

開
館
し
ま
す
。

足
立
史
談
百
号

記
念
講
演
会

日
時
　
六
月
二
上
(
日
(
土
)
午
後
一

時
ニ
ト
分
よ
り

場
所
　
区
消
費
者
セ
ン
タ
土
こ
階

講
演
　
足
立
の
古
民
家
　
堀
川
和
夫
　

足
立
の
太
子
講
　
羽
田
栄
太

※
参
加
は
ご
自
由
で
す
。

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

東
京
の
部
落
⑤

今
ま
で
述
べ
て
き
た
就
職
時
や
結

婚
時
の
差
別
、さ
ら
に
は
マ
ス
コ
ミ

に
よ
る
差
別
の
ほ
か
に
、都
内
に
は

職
を
求
め
て
上
京
し
て
き
た
同
和
地

区
出
身
者
も
多
数
い
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。こ
の
人
た
ち
は
身
元
牙
明

ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、自
ら

の
人
権
y
侵
さ
れ
る
と
い
う
き
び
し

い
社
会
状
況
の
も
と
に
お
か
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
現
状
の
な
か
で
、
同

和
地
区
出
身
者
は
「
ふ
る
さ
と
」
を

隠
し
、
諤
身
の
せ
ま
い
思
い
を
し
な

が
ら
生
活
を
し
て
い
る
の
で
す
。

こ
う
し
た
都
市
社
会
特
有
の
差
別

現
象
を
見
の
が
す
こ
と
な
く
、
こ
れ

ら
の
人
々
含
め
た
同
和
行
政
、
同
和

教
育
を
す
す
め
な
け
れ
ぱ
な
り
ま
せ

ん
。ま

た
、
同
和
関
係
珀
域
の
な
か
に

は
、
住
宅
、
道
路
、
下
水
道
、
医
療

衛
生
施
設
等
の
不
備
な
と
こ
ろ
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
地
域
に
は
生
活

琿
境
の
改
善
費
中

心
に
、
社

会
福

祉
、
公
衆
衛
生
、
教
育
文
化
等
の
行

政
施
策
が
講
じ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
ま
す
。

(
東
京
都
教
育
委
貝
会
編
集
資
料

か
ら
)

G・
同
和
行
政
に
つ
い
て
は

区
役
所
同
和
対
策
担
当
へ

○
差
別
に
か
か
わ
る
生
活
な
ど
の
問

題
に
つ
い
て
は

八
五
〇
-
七
七
六
九

現
況
届
を
お
忘
れ
な
く

児
童
(
育
成
)
手
当
・
福
祉
年
金

児
童
(
育
成
)
手
当

の
現
況
届

児
童
(
育
成
)
手
当
を
受
給
し
て
い

る
方
は
、
毎
年
六
月
中
に
現
況
届
を
提

出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
届
出
を
し
な
い
と
六
月
分
以

降
の
手
当
の
支
給
が
受
け
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
必
ず
届
出
を

す
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

<
手
続
の
方
法
>

手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
に
は
、
往

復
(

ガ
キ
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
必
要

事
項
を
記
入
確
認
し
、
記
名
・
押
印
の

う
え
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
昭
和
五
十
一
年
一
月
一
日

現
在
、
足
立
区
に
住
ん
で
い
な
か
っ
た

方
は
、
前
住
地
の
市
区
町
村
長
が
発
行

す
る
昭
和
五
十
一
年
度
の
所
得
証
明
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。児

童
(
育
成
)手
当
金

を
振
込
み
ま
す

昭
和
五
十
一
年
六
月
期
支
払
分
(
昭

和
五
十
一
年
二
月
か
ら
五
月
分
ま
で
)

の
児
童
(
育
成
)
手
当
金
は
ご
(
月
十

二
日
に
あ
な
た
の
拑
定
じ
た
金
融
機
関

に
振
込
み
ま
す
の
で
、
お
受
け
取
り
く

だ
さ
い
。

児
童
(
育
成
)
手
当
に
つ
い
て
の
問
い

合
わ
せ
は
、
区
役
所
児
童
手
当
係
へ

。

福
祉
年
金の

定
時
届

福
祉
年
金
の
支
給
を
受
け
て
い
る
か

た
は
、
毎
年
定
時
届
が
必
要
で
す
。
こ

の
届
を
出
さ
な
い
と
、
年
金
が
受
け
ら

れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
を
。

届
出
期
限
　
六
月
三
十
日
(
水
)

持
参
す
る
も
の
　

福
祉
年
金
証
書
・
印

か
ん

届
出
先
　
区
役
所
国
民
年
金
課
ま
た
は

各
出
張
所

問
い
合
わ
せ
は
、
区
役
所
岡
民
年
金

踝
給
付
係
へ
ど
う
ぞ
。

レクリエーション・リーダー

あなたも登録を
区
で
は
、区
民

の
健
全
な
余
暇
活

動
の
推
進
を
目
的

と
し
た
「
レ
ク
リ

エ
ー
ジ
'
ン
ーリ

ー
ダ
ー
」制
度
を

発
足
さ
せ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
レ
ク

リ
エ
ー
ジ
'
ン
指

導
に
来
て
ほ
し
い

と
い
う
各
種
団
体

の
要
望
に
応
じ
る

た
め
、
初
心
者
向

け
レ
ク
リ
エ
ー
ジ

'
ン
指
導
の
で
き
る
方
を
派
遣
し
よ
う

と
い
う
も
の
で
す
。

次
の
要
領
で
、
レ
ク
リ
エ
ー
ジ
'
ン

活
動
の
経
験
あ
る
方
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
レ
ク
リ
エ
ー

ジ
'
ン
指
導
に
熱
意

の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

□
種
目
・
・
・
ゲ
ー
ム
、歌
ゲ
ー
ム
、野
外
后
　

勳
(

含

オ

リ

エ

ン

テ

ー
リ

ン

グ

・

追

跡
(

イ

キ

ン

グ
)

、
フ

ォ

ー
ク

ダ

ン

ス

、

ク
ラ

フ

ト

呈

作
)

、
人
形

劇

、

紙

芝

居

、
童

話

、
折

紙

、
伝

承

あ

そ

ぴ

、
寸

劇

、
軽

ス

ポ

ー
ツ

な

ど

□
登
録
で
き
る
方
・
・
・
十
八
歳
以
上
で
原
　

則

と

し

て

区

内

在

住

、
在

勤
の

方

圏

応

募

方

法
・・
・
所

定

の

用

紙

に

、
指
4
　

の

で

き

る

種

目

、
時

間

帯

等

を

記

入

(
一

話

、(

ガ

キ

に

よ

る

場

合

は

後

日

申

謂

書

ぷ
・
送

付

し

ま

す
)

□
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

直

接

、
ま

た

は

竜

話

・
(

ガ

キ

で

教

育

委

員

会

社

会

教

育

課

青

少

年

係
　

(
〒

旧

足

立

区

千

住

仲

町

五
(
)

※
用

紙

は
青

少

年

係

に

あ

り

ま

す

。

公
園
プ
ー
ル
開
設

一

七
月
盲
か
ら
二
宵

間
、
次
の
公

園
プ
ー
ル
が
開
設
さ
れ
ま
す
。
料
金
は

大
人
四
十
円
、
小
人
二
十
円
で
す
。
ど

う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
午
前
中
は
団
体
貸
切
と
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

▽
千
住
公
園
プ
ー
ル

千
住
大
川
町
三

五
I
一

▽
千
住
旭
公
園
プ
ー
ル

千
住
旭
町
三

〇
一

一

▽
大
谷
田
南
公
网
プ
ー
汨
中
川
四
丁

目
四
一
T
一

▽
中
郷
公
園
プ
ー
ル

西
新
井
一
丁
目

二
九
I
一
五

▽
鹿
浜
校
趾
公
園
プ
ー
ル

鹿
浜
三
丁

目
一
四
-
一

※
団
体
使
用
の
申
込
み
は
、
六
月
十
四

日
(
月
)
の
午
前
十
時
か
ら
区
役
所
七

階
会
議
室
で
抽
選
に
よ
り
受

付
け

ま

す
。
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
を
除
く
午

前
巾
だ
け
で
す
。

く
わ
し
く
は

、
区
役
所
公
園
管
理
係

へ
ど
う
ぞ
。

保
母
を
こ
こ
ろ
ざ
す
方
へ

保
母
養
成
講
習
会
を
開
催

足
立
区
保
育
連
合
会
で
は
、
次
の
と

お
り
保
母
饗
成
講
習
会
を
開
き
ま
す
。

こ
の
講
習
会
は
、
保
母
を
こ
こ
ろ
ざ

す
方
に
、
保
母
と
し
て
の
知
識
や
学
習

の
手
ほ
ど
き
な
ど
を
お
教
え
す
る
も
の

で
す
。
希
望
者
は
お
早
め
に
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

日
時
上
(
月
士
百
(
土
)
・
十
五
日

(
火
)
・
ヤ
七
E
l
i
(
木
)
・
十
九
日

(
土
)
・
二
十
二
日
(
火
)
・
二
十

四
日
(
木
)
午
後
五
時
三
十
分
?

(
時
三
十
分
ま
で

た
だ
し
、
土
曜

日
は
午
後
三
時
三
十
分
～
六
時
三
十

分
ま
で

場
所
―
西
新
井
教
会
保
育
園
(
西
新
井

本
町
一
-
二
二
-
一
七
)

定
員
-
四
十
名

資
格
1
高
等
学
校
卒
業
气

ま
た
は
こ

れ
と
同
等
の
賢
格
を
有
す
る
方

受
講
料
-
無
料
(
賢
料
代
五
百
円
)

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、
六
月
十

一
日
(
金
)
ま
で
に
、直
接
、西
新
井
教

会
保
育
園
(
兮
(

九
六
―
一
四
二
五
)

へ
ど
う
ぞ
。

掲
示
板

■
十
六
ミ
リ
映
写
機

技
術
講
習
会

期
日
　
六
月
十
六
日
(

水
)
・
十
七

日
(
木
)
・
十
(
日
(

金
)
・
二

十
一
日
(
月
)
・
二
十
二
日
(
火
)

・
二
十
三
日
(
水
)
計
六
日
間

時
間
　
午
後
六
時
?
(
時

対
象
　
区
内
在
住
・
在
動
の
方
で
全

日
程
受
講
可
能
な
方
(

無
料
)

場
所
　
区
青
年
館
(
東
武
大
師
線
大

師
前
駅
下
車
)

申
込
方
法
　

六
月
五
日
(
土
)
午
前
(

時
三
十
分
か
ら
受
付

け

を
開

始

。
申
込
み
は
教
育
委
員
会
文
化

係
へ
、
直
接
か
電
話
で
。

※
先
着
四
十
名
で
締
切
り
ま
す
。

■
学
童
保
育
室

ア
ル
バ
イ
ト
募
集

登

録

制

区
内
に
は
、
小
学
校
低
学
年
児
童

を
対
象
と
し
た
学
童
保
育
室
が
二
十

一
か
所
あ
り
ま
す
か
、
こ
こ
に
勤
務

す
る
代
替
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
者
は
代
替
職
員
と
し
て
登
録

さ
れ
、
区
か
ら
の
連
絡
で
随
時
動
務

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

従
事
内
容
　
小
学
校
低
学
年
児
童
の

保
育
(
盲
五
時
間
勤
務
)

募
集
人
員
　
十
五
名

資
格
　
年
齢
四
十
歳
ま
で
の
女
性

申
込
み
・
間
い
合
わ
せ
先
　
区
役
所

育
成
係

■
愛
の
献
血
を

<
六
月
の
献
血
日
程
>

九
日
(
水
)
西
新
井
駅
西
口

十
六
日
(
水
)
五
反
野
小
学
校

二
十
一
日
(
月
)
竹
の
塚
駅
東
口

二
十
四
日
(
木
)
第
二
庁
舎

三
十
日
(
水
)
北
千
住
駅
西
口

時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
前
十
時
か

ら
午
後
三
時
ま
で
で
す
。

■
私
道
防
犯
灯
設
置

に
助
成
金

幅
員
二
・
七
メ
ー
ト
ル
以
上
の
私
道
に
防

犯
灯
を
設
置
お
よ
ぴ
建
替
え
を
す
る

場
合
に
は
、
区
の
標
串
工
事
費
の
(

割
が
助
成
さ
れ
ま
す
の
で
、
町
会
・

自
治
会
等
で
、
防
犯
灯
の
建
設
計
画

の
あ
る
と
こ
ろ
は
申
請
の
手
続
を
し

て
く
だ
さ
い
。

申
餽
・
問
い
合
わ
せ
先
　
区
役
所

第
二
庁
舎
街
路
照
明
係

■
安
売
り
デ
ー

肉
上
(
月
十
二
日
・
二
十
六
日
(
土
)

魚
上
(
月
十
(
日
(
金
)

※
肉
は
黄
色
の
た
れ
幕
の
あ
る
肉
屋

さ
ん
で
、
魚
は
青
色
の
た
れ
幕
の
あ

る
魚
屋
さ
ん
で
販
売
し
ま
す
。

■
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

抽
選
会
の
時
間
を
変
更

六
月
二
十
二
日
(
火
)
の
抽
選
会

か
ら
、
会
場
準
備
の
都
合
に
よ
り
、

受
付
時
間
は
、
午
前
八
時
三
十
分
か

ら
午
加
九
時
と
し
ま
す
の
で
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

■
押
売
り
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

最
近
、
足
立
区
・
足
立
区
教
育
委

員
会
か
ら
推
せ
ん
さ
れ
た
と
称
し
、

学
習
図
書
を
販
売
し
て
い
る
者
が
い

ま
す
が
、区
や
教
育
委
員
会
で
は
、

一
切
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
し
て
い
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

自
転
車
の
二
人
乗
り
は

や
め
ま
し
よ
う

■
警
察
官
募
集

受
験
資
格
　
<
大
学
卒
>
二
十
(
嫌

未
満
で
大
学
卒
業
ま
た
は
来
春
崑

業
見
込
み
の
男
子
<
高
校
卒
>

十
七
歳
以
上
二
十
(
歳
未
嚮
で
肅

校
卒
業
程
度
の
学
力
の
あ
る
男
孑

採
用
人
員
　
大
学
卒
五
百
名
、
高
粹

卒
三
百
名

試
験
日
・
試
験
場
　
七
月
十
日
(
土
)

午
前
(
時

千
住
警
察
署

申
込
期
間
　
試
験
日
の
一
週
間
前
ま

で
(
間
に
合
わ
な
い
場
合
は
、
当

日
試
験
場
で
も
受
付
け
し
ま
す
)

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
千
住
警

察
署
(
千
住
一
1
(

三

啻
(
(

一
-

匸
一
四
一
)

訂
正
と

お
わ
び

『区
の
お
知
ら
せ
』

五
月
二
十
日
号
の
『
足

立
区
奨
学
生
募
集
」
の
棚
で
、
一
都

誤
ま
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で

、
次
の

よ
う
に
訂
正
し
お
わ
ぴ
し
ま
す
。

(誤
)
高
校
は
修
学
賢
金
が
二
万
円

以
内
で
入
学
賢
金
が
五
千
円
以
内

(正
)

高
校
の
修
学
賢
金
が
五
千
円

以
内
で
入
学
資
金
か
二
万
円
以
内

(
誤
)
大
学
は
修
学
賢
金
が
三
万
円

以
内
で

(正
)

大
学
は
修
学
賢
金
が
七
千
円

以
内
で
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